
警察署協議会議事概要

協議会名 神奈川県川崎警察署協議会

日 時 令和５年８月３日（木）午後２時から午後３時45分までの間

場 所 神奈川県川崎警察署６階講堂

出 席 者
１ 警察署協議会側

浅古健一 上野武志 鬼塚保 後藤美智子 小林秀子 下島信一 土門里江 松本和晃

山川政子 山本浩之 計10人

２ 警察署側

署 長 鈴木達也 会計担当次長 新倉亜希子 生活安全担当次長 岡里広美

地域企画係係員 刑事担当次長 須田直樹 警備担当次長 佐藤博文

警務課長 中澤 豊 交通課長 滝川裕章 計８人

警察署協議会からの答申等に対する措置結果の説明

議事要旨 前回の諮問「自転車盗抑止対策について」について

１ 答申

・ 警察官に求める活動について声掛け活動キャンペーン等、可能な限り長めの期間で継続的

にやってもらいたい。

・ 巡回パトロールについては、駐輪場等、効果的な巡回をしてもらいたい。

・ 被害防止に向けた環境づくりについて人感センサーや防犯カメラの設置の促進を補助金の

活用や管理者対策等を含めてお願いしたい。

・ 効果的な防犯キャンペーンや小学生に対する教育は、ヘルメット着用と併せて施錠の注意

喚起をしてもらいたい。

２ 措置結果

(1) 街頭活動における検挙・抑止活動の推進

・自転車盗難抑止チラシを活用した防犯活動を実施した。

・自転車盗難被害の多い施設において、犯罪抑止のための仕掛け学を利用し、『盗難防止

検証中』などと書かれた防犯タグを取り付けた。

(2) 管理者対策の推進

・大型商業施設に自転車盗難防止の注意喚起路面標示シールを貼付した。また、防犯カメ

ラ及び夜間照明の設置依頼も実施した。

・自転車販売業者に対し、自転車の盗難に対する注意喚起チラシの配布依頼を行った。

(3) 情報発信活動の推進

・「ロックの日」に防犯キャンペーンを実施した。

・アナウンサーを一日警察署長に委嘱し注意喚起を実施した。

・川崎駅前において声掛けキャンペーンを実施した。

・登下校見守りアプリによる防犯情報の発信依頼を行った。

諮問

新たな時代に対応した職場環境づくりについて ～アフターコロナ対策～



答申

１ 良好な職場環境づくり（休暇取得促進、各種ハラスメント予防、女性会議など各種会議の

実施）をしていただき、署内で会議を実施していただき、結果を共有してもらいたいです。

２ 合理的な業務改善についてオンライン会議、アプリ（業務内容の一斉送信）の積極的な利

用、無駄な業務の撤廃（形骸化した会議など）、最新の技術（ＡＩ）を利用した警戒の計画に

より合理的に業務を進めてもらいたいです。

３ 人材教育関係は、若手の離職者が多く、コミュニケーション能力の低下があることから、

上司からの声掛けや、業務以外でのコミュニケーションを図り、個々の能力の向上を図るよ

うな施策も検討してもらいたい。

業務説明

前四半期（令和５年４月から６月まで）の業務推進結果及び今四半期（令和５年７月から９月

まで）の業務推進重点について説明を行った。


